
電気回路I及び演習
12. 相互インダクタンス

1

配布用
日本大学理工学部電気工学科 電気回路I及び演習(門馬)

無断転載を禁ず



学習目標

• コイルが磁気的に結合した場合の考え方(相互
インダクタンス)を理解する

• 相互誘導回路のT型等価回路を用いた計算を
理解する
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コイルの自己誘導(復習)

(磁束が空気中を通る場合)
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自己インダクタンスの直列接続(p. 119)

互いの磁束が他のコイルに
干渉しない前提で和が成立つ
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干渉したら何が起こるのか？
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相互インダクタンス
(マグロウヒル p.205)

41

配布用
日本大学理工学部電気工学科 電気回路I及び演習(門馬)

無断転載を禁ず



相互インダクタンス(1)

一次側 二次側
Source: マグロウヒル大学演習 電気回路, J. 

A. Edminister
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相互インダクタンス(1)

一次側 二次側
Source: マグロウヒル大学演習 電気回路, J. 

A. Edminister

一次側の電流が二次側に影響する
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相互インダクタンス(2)
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相互インダクタンス(2)

二次側の電流が一次側に影響する

回路計算をする際に一次(二次)側からの
影響も含める必要がある
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相互インダクタンスは不要なもの？

Source: サウンド・クリエイターのための電気実用講座

“磁気”で電気を伝える “変圧”で交流電圧を変える

伝送時のノイズの除去

積極的に相互インダクタンスを利用する場合もある46
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結合係数
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電流と巻き方(磁束の方向)により、自己インダクタン
スと相互インダクタンスの関係が変わる

差動的、減極性、Mが負、
MがLと異なる符号

φ1とφ2が打消し合う

φ1とφ2が強め合う
和動的、加極性、Mが正、

MがL同じ符号
が和動的になった場合

Source: マグロウヒル大学演習 電気回
路, J. A. Edminister
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相互インダクタンスを含むインピー
ダンスの考え方

Source: 回
路
理
論

 間
邊
幸
三
郎
著

自己誘導作用で生じる電圧

相互誘導作用で生じる
電圧が加わる
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Source: 回路理論 間邊幸三郎著

和動および差動の略記方法
• コイルに付与された「・」はコイルの極性を
表わす

• 実際問題としては一次と二次の「・」側に一
次と二次電流が流れ込む(出てくる)と和動と
なり、異なる場合は差動となる
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自己インダクタンスの直列接続(p. 119)

互いの磁束が他のコイルに
干渉しない前提で和が成立つ
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直列に繋がれたコイルの
相互インダクタンス(和動)

Source: 回
路
理
論

 間
邊
幸
三
郎
著
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直列に繋がれたコイルの
相互インダクタンス(差動)

Source: 回
路
理
論

 間
邊
幸
三
郎
著
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一々起電力を考えるのは面倒

• 回路解析法で直ぐに解析できるT型等価回路
を導入する

• 磁気的結合を電気的結合に置き換えたもの
1. 相互誘導回路を機械的にT型等価回路に変換

2. 閉路電流法または節点電圧法を用いる
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等
価
回
路
に
よ
る
表
現
(1
)

→
→
和
動
の
場
合

Source: 回
路
理
論

 間
邊
幸
三
郎
著

※二次電圧・電流の向きに注意
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価
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※二次電圧・電流の向きに注意
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等
価
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※二次電圧・電流の向きに注意
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等
価
回
路
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表
現
(4
)

→
←
差
動
の
場
合

Source: 回
路
理
論

 間
邊
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※二次電圧・電流の向きに注意
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T型等価回路のまとめ

•I, IIのいずれかを使う

•例)IIIはIIの和動に相当す
る

•Mの符号が変わるケース

•2次側の電流の向きが異
なる (IとII)

•コイルの向きが異なる
(各ケースの和動と差動)

•IIIはIの2次電流の向きが異
なり、コイルの向きが異な
るIの差動と同じ符号にな
る

Source: 回
路
理
論

 間
邊
幸
三
郎
著

V1

V1 V2

V2V1

V1V2

V2

60

配布用
日本大学理工学部電気工学科 電気回路I及び演習(門馬)

無断転載を禁ず



例題5.2 (ポ p.124)
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例題5.2 (ポ p.124)
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まとめ参照

※二次電流の向きに注意

M=k√(L1L2)
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例題5.2 解答

L1+M=570[mH] L2+M=
771[mH]

-271[mH] 赤字は差動
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